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はじめに—シラバスより 

分析化学の方法論は、⼤別すると化学的方法と物理的方法になる。分析化学Ⅱでは化学的方法のうちの⽇

本薬局方に採用されている定性・定量分析法—特に定量分析法のうち容量分析法—を対象としている。従

って、検体は主として医薬品である。なお、実用的分析は様々な化学反応や理論の組み合わせ、技術的⼯

夫や科学的常識で成り⽴っており、⾝に付けるには基礎理論の理解だけでは不⼗分であり、応用⼒を培う

ことも必要となる。 

ここでは、具体例を⽇本薬局方から取っているが、これはこの科目が薬剤師国家試験における「純度試

験」、「確認試験」、「定量法」等への導⼊的段階になっていることによる。 

 


